
（別紙4）　　　平成　　23　　年度

1自己辞儀及び外部評儀結果

【義集所概要（事業所妃入）】

事業所番号 4400100148

法人名 株式会社　優華

事業所名 優筆　グループホーム戸次の旦

所在地 大分県大分市中戸次字東浦4 2 8 7番地

自己絆錐作成日 平成23年6月3日 評価緒果市町村受理日平成2 3年9月7 日

評価機関名 特定非営利活動法人第三者絆価機構

所在地 大分市大手羽屋21番1の2 12　チュリス古国府壱書館 1F

肋間調査日 平成23年7月16日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点く事業所妃入）】
住 宅街に位 覆しており、近くに小学校 が あり、チャイムの音 や子供 の声 が聞こえる。

平屋 建てで天井が 高く、天窓 があり陽 の光が よく入る。

人生 の大 先輩である入 居者へ の尊敬 の気 持ちを持 ち、生活リハビリを量祝した支 援を

心が けている。最期 まで過ごして頂 けるよう、家庭 的なrみ とり」ができる施 設をめざしている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関紀入）】
古い趣のある民家が点在する中、隣接する小学校 やお寺、住宅、田畑があり、周囲と違和感なく建っている
ホームです。
地域の交流、協鯛を纂本とするようにホームが利用者の暮 らしの増であることを憲繊し、地域との一員とし
て、自宅で暮らす高齢者 と同じ様に、又それ以上に地域や地域 の人達 と闘われるよう支援を実施 していま
す。又rみとり」の介護に力を入れており契約時に「み とりの指針」について豪族に説明し同意を得ています 。
職員間でも研修を暮ね、終末期ケアについて家族、職員、医師の連携のうえ豪族や利用者が望む支援を
行っています。遥食⑨小旛者 が壷しくめ♪U の九品中濱多過ごL T いなけ九 ば▲＋分な介推参させでもらえな
山 は、職員の満足がなければ利用者に濱足の行く最高のサ ービスは擾供できない。との考えから生まれ
た「理念」です。利用者 、管理者、職 員の信頼糾係を築くうえで大きな力となりサービスの賞の 向上に繋がっ
ています。

Ⅴ．サ ー ビスの 成 果 に■ す る項 目 （ア ウ トカム 礪 目）　 瀬 項 目h l～ 5与で 日境 の 取 り組 み を 自 己 点 檎 した うえで 、虞 集 につ いて 自 己欝 儀 しま す

項　 目
取　 り　組　 み　 の　 成　 果

項　 目
取　 り　組　 み　 の　 成　 果

1 該 当するものに○ 印 1 該 当するものに0 印

5 6

職員 は、利 用者の 息いや願 い、暮 らし方の意 向
を抽んでいる

（参考 項 目：23，24，2 5）

1．ほ ぼ全ての利用 者 の

63

職 員は 、家族 が困 っていること、不安なこと、求

めていることをよく鶉いており、信頼朋 係 ができ
ている
（参 考項 目：9，10．柑 ）

0 1．ほ ぼ全ての豪 族と

0 2．利用 者の 2／3くらいの 2．家族 の2 ／3 くらいと

3．利用 者の 1／8 くらいの 3．家族 の 1／3 くらいと

4．ほとんど摘 んでいない 4．ほとんどできていない

5 7

利用者 と職 員が 、一緒 にゆ ったりと過ごす場面
がある

（参考 項 目：18，38）

0 1．毎 日ある

64

通 いの場 やグループホーム に騨 染み の人 や地
域 の人 々が訪 ねて来ている

（参 考項 目：2．20）

1．ほ ぼ毎 日のように

2．数 日に1 回程度 ある 2．数 日に1回程 度

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほ とんどない 4．ほとんどない

58
利用者 は、一人ひ とりの ペー スで暮 らしている
（参考項 目：38）

○ 1．ほ ぼ全ての利 用者 が

65

運 営推進 会練 を遷 して、地域 住民 や地元 の開
係者 とのつながりが 拡がったり深まり、事業所

の理解者 や応 援者が 増えている
（蓼 考項 目：4）

1．大い に増 えている

2．利用 者の 2／3くらいが ○ 2．少しずつ増 えている

3．利用 者の 1／3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほ とんどいない 4．全くいない

59

利用者 は、畿 員が 支援す ることで生き生 きした
表情 や姿が みられている
（参考 項 目：36，37）

1．ほ ぼ全ての利 用者 が

66
職 員 は、活き活きと儀 けている
（参 考項 目：11，12）

0 1．ほぼ全ての職 員が

0 2．利用 者の 2／3くらいが 2．職 員の 2／3くらいが
3．利用 者の 1／3くらいが 3．職 員の 1／3くらいが

4．ほとんどいない 4，ほとん どいない

8 0

利用者 は 、戸外 の行きたいところへ 出か けてい
る
（参考 項 目：49）

1．ほぼ全ての利 用者 が

6 7

職 員か ら見 て、利用 者はサ ービスにおおむね
議 定していると患う

○ 1．ほぼ全ての 利用者 が

2．利用 者の 2／3くらいが 2．利 用者 の2／3 くらいが

0 3．利用 者の 1／3くらいが 3．利 用者 の 1／3 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとん どいない

6 1

利用者 は 、健 康 管理 や医療面 、安 全面で不安

なく過 ごせ ている
（参考 項 目：30．3 1）

0 1．ほぼ全ての利 用者 が

68

職 員か ら見 て、利用 者の 家族等 はサー ビスに

おおむね 漬 足していると患 う

○ 1．ほぼ全 ての 豪族等 が

2．利用 者の 2／3くらいが 2．家族等 の2／3 くらいが

3．利用 者の 1／3くらいが 3．家族等 の 1／8 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとん どできていない

6 2

利用者 は 、その時 々の状況 や要 望に応じた柔
軟な支捷 により、安 心して暮 らせ ている

（参考 項 目：28）

0 1．ほぼ全ての 利用者 が

ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 優 華 G H　 戸 次 の 里

2．利 用者の 2／3くらいが
3．利 用者の 1／3くらいが
4．ほとんどいない　　　　　　　　　 l ▼ヽ



自己評価および外部評価椿果　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（Altキー）＋（Enterキー）です。〕
自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念 に基 づく運 営

1 （1）○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事集所理
念をつくり、管理者と概員は、その理念を共有して
実践につなげている

1．基本は地域の交流・協調ができる家庭で
ある2，みとりの介践 （家庭的）をめざす3，介護
者が楽しくゆとりのある生活を過ごしていな

ければ、十分な介練をさせてもらえない 理
念は事務所に掲示毎朝唱和している。

襲 撃 葉 荒 野 琴芳濫 説 得

を始めており全員で共有しています。

2 （2）○事業所と地域とのつきあい 隣接地のグループハウスも含め、妨間者や

見学者も増えた。近くの公園へ散歩し、近隣
者との積極的な会話に努めている。敬老会
や縁日会など、地域住民へおしらせしてい
る。

地域の方にも年々理解して頂く事が増えていま

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる す。自治会にも加入し、地域行事等積極的に参

よう、事集所自体が地域の一旦として日常的に交
流している

加し、お乗り、餅つきなど施故の行事には地域

の方を招待し交流を図り、小学生や近隣の方と
の交流、ボランティアの受け入れ等体制も整って
います。

3 0 事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通■じて積み上げている認知症の

人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

事業所が地域に知られるようになり、個人ま

たは、民生委員からの紹介による相故があ
る。敬知症になっても安心して生活できる地
域づくりに、努めている。

4 （3）○運営推進会練を活かした取り組み 2ケ月に1回、入居状況、活動報告、事故報
告、テーマを決めて勉強会行っている。委且
からも活発な意見がでて、情報交換、助音を
頂く囁となり、施牧内職員会護に活かしてい

定期的に運営推進会譲が開催されています。出
運営推進会隋では、利用者やサービスの実際、秤 席者には時に代理で出席する民生委員の違う
価への取り組み状況等について報告や精し合い 目線での意見は参考になります。又毎回テーマ

を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして を決め活発な意見が出やすい工夫を行い、ホー

いる ムへの理解を深めていただくとともにサービスの
る。 井の向上に繋げています。

5 （4）○市町村との連携
市の担当者とは連絡を密に取り、相牧羊な

定期的に市の担当窓口に出向き、事業所の情
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所 報を伝えたり、困りごとがあれば、随時相談をし

の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え どは市役所に出向いて助言してもらってい ています。市からの暮類も郵送ではなく、手渡し

ながら、協力関係を築くように取り組んでいる る。法的な確認事項など、電話で助音しても にこだわり、市の職員との連携を図り担当者も

らっている。 事業所を折れるなど協力関係を築くことが出来

ています。

6 （5）○身体拘束をしないケアの実践 入居者の帰宅願望が強い場合、夕方の申し
送りの時間帯はやむを得ず玄関を施錠する

ことはある。拘束用品の購入はなく、拘束せ
ずに危険を減らすためには日ということを職
員間で常に精し合っている。

日頃のミーティングや研修（年1～2回）を通し身
代表者および全ての職員がr介指定基準における 体拘束のないケアを全職員が十分理解して、
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して 日々のケアに取り組んでいます。日中は玄関、
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア 居室の施l酎ま行っていないため、そのリスク軽

に取り組んでいる 減のため市の捷案のr2 4時間シートJを活用し
全轍員で検討、危険防止対応を行っています。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事集所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

外部研修に参加し、施設内で伝達研修を

行っている。職員が精神的に追い込まれ虐
待に繋がらないよう、日頃から話をする。こ
とばづかいについても、職員間で注意しあえ
るよう努めている。

1ページ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優華GH　戸次の里



自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

8 0 権利擁掛 こ関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支捷事業や成年 成年後見制度利用者あり、成年後見人とは

後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 連絡を密にとっている。他入居者の身元引
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう

支捷している
受入にも、制度の睨明を行っている。

9 0 契約に関する税明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の隙は、利用者

や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な艶明を
行い理解・納得を図っている

入居前に充分な時間をとり、重要事項説明

嘉、契約霊を1項目ずつ艶明を行い、1度、
持ち帰ってもらい、納得、了解、同意を得

て、契約している。

10 （6）0 運営に関する利用者、家族等意見の反映
家族会代表に運営推進委員に入ってもらっ

ている。家族会の開催、意見箱の投鷹によ
る意見を、繊員会議で検討している。家族
の面会時には、琳員から積極的に声をか
け、家族が要望を挿しやすい環境づくりに
努めている。

家族には「家族会」を通し自由に発言できる昇

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている
菜 諾 纂 欝

丘鵬き九でいます＿11 （7）0 運営に関する職員意見の反映 月に1回、職員会議、ユニット別会譲を行っ 毎月の金線では職員が中心になり運営、企
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や ている。代表者、管理者は、日頃から個々 画、アイディアを積極的に発富し、行事計画や

提案を聞く機会を放け、反映させている の職員とのコミュニケーションがとれるよう 利用者の状況等問題提起し検討をしていま
努め、勤務時間以外の轍員と交流の機会もす。管理者も鶴見の意見や要望を受け入れる

ある。 よう努力し、運営に反映させています。

12 0 就業環凛の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤 代表者は、職場環境の改善に積極的に取
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい り組み、職員体制の充実に配慮を行ってい

など、各自が向上心を持って働けるよう恥壌環

境・条件の整備に努めている

る。また、職員もそのことを理解している。

13 0 琳員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの乗 6ケ月に1臥 ■自己評価、上司評価により、

際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会 向上心の啓発に努めている。経験年軌 こ応
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを

進めている

じた研修を受講できるようにしている。

14 0 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や轍員が同業者と交流する機 積極的に研修や講漬会に参加し、他事業
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 所との情報交換を行い、ネットワークづくり
等の活動を通じて、サービスの賞を向上させてい

く取り組みをしている

に取り組んでいる。

2ページ 健筆GH　戸次の里



自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

l と信頼に向けたf関係づくりと支援

15 0 初期に築く本人

サービスを導入す
と、不安なこと、要
安心を確保するf

との信頼開係

る段階で、本人が困っているこ
望等に耳を傾けながら、本人の

こめの関係づくりに努めている

入居前に職員と顔みしりになることで安心で

きるように、本人、家族に来所見学しても
らったり、肋間面会している。必要な支援に

ついて、本人、家族と話し合っている。

16 ○初期に築く家族

サービスを導入す

等との信頼開係

る段階で、家族等が困っている
要望等に耳を傾けながら、関係
る

入居、契約前に面会し、必要な支援につい
こと、不安なこと、 て精し合い、キーパーソンだけでなく、家族
づくりに努めてい 構成、状況を把撮できるように努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

する段階で、本人と崇族等が「そ

している支援を見極め、他の
めた対応に努めている

本人の身体、精神状態や、家族の負担を把
サービスを導入 握し、本人、家族にとっての最善の支援に
の時」まず必要と ついて話し合い、対応するよう努めている。
サービス利用も含 入居前から医療デイを利用している方につ

いては、入居後も利用している。

18 0 本人と共に過

職員は、本人を介
暮らしを共にする

ごし支えあう関係

護される一方の立場におかず、
看同士の関係を築いている

炊事、掃除、洗濯など一緒に行い、家庭で

過ごしているのと同じように家族と考えて過
ごしている。また、個々の得意なことを把握

し、発揮できる環境をつくっている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

接される一方の立場におかず、
を大切にしながら、共に本人を支

いている

花見、昼食外食、縁日会、敬老会、もちつき
職員は、家族を支 など、家族との共同行事を行っている。本人
本人と家族の絆 の心の支えなど、職員ではなく、家族にしか
えていく関係を築 できないことがあることを、日頃から話し合

い、家族に伝えている。

20 （8）．0 馴染みの人や場との関係継続の支援

大切にしてきた馴染みの人や場
切れないよう、支援に努めている

家族以外の友人、知人の来所面会の受け
茶碗、湯呑み、著等馴染みの物を使い食事中

本人がこれまで は入所前の雰囲気が途切れない支援を行って
所との関係が途 入れや、本人の生活してきた地名、馴染み います。遠方の友人や、寿族が連絡してくれた

の人の名前を把握し、会話に取り込む。外 知人が面会に折れ、一緒に外出をしたりと馴染

出、外泊の規制をしない。 みの人や場所が途切れない、安心して生活で
きる取り組みを行っています。

21 ○利用者同士の

利用者同士の関
ずに利用者同士
支援に努めてい

関係の支援

係を把握し、一人ひとりが孤立せ
が関わり合い、支え合えるような

る

入居者同士の関係を把握し、トラブル時は、

ひとりだけの入居者に寄り添うのではなく、
お互いが孤立しないよう配慮している。ま
た、集団生活の楽しさも捷案している。

22 ○関係を断ち切らない取組み

約）が終了しても、これまでの関

どがら、必要に応じて本人・家族
し、相談や支援に努めている

退居先への情報提供や、退去後、独居と

サービス利用（契 なった方へ、手紙や電拝で関係を保ってい
係性を大切にし尤 る。入院のため退居となった方の家族から、
の経過をフォロー 前入居者死亡の連絡入り、通夜、葬儀に

参列した。
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自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ll その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）0 息いや意向の把握

本人の意思を尊重し、毎日の生活を支援し

ているが、家族の意向も聞きながら、よりよ
い支援ができるよう、検討し、実行してい
る。

利用請求霊を渡す時に必ず利用料の支払いは
職員の青葉使いに注意し、馴れ馴れ一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 直接事業所に持参するように家族と同意を得

こ努めている。困難な場合は、本人本位に検討し ています。月1回は家族と兼しく面会をする機 しい精し方にならない、いつまでも新

ている 会を持つよう支摸しており、兄弟、娘、孫の面
会も多いのも特長です。利用者とコミュニケー
ションを取り、不満や日頃と違う態度を汲み取
れるよう気配りをしています。

鮮な気持ちで揺するよえう努力をして
おり、今後も更なる継続を期待しま
す。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把塩に
努めている

入居前にケアマネージャーや家族から生活

暦を聞いている。入居後も利用者、家族と
の会括により、情報を収集し、職員で共有し

ている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

本人の意思を尊重しながら、個々の残存機

能を理解し、維持できるよう努めている。

26 （10）0 チームでつくる介護計画とモニタリング

毎月のユニット会議でモニタリングを行い、

本人、家族の意向をくみ取り、医療からの助
言も得て、計画作成している。

利用者の事は担当者に聞き、家族が面会に来
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 られた時に要望を聞き、文責化し、介護計画に

こついて、本人、家族、必要な関係者と話し合 繋げています。職員の視点からの介護計画で

い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状 はなく、利用者主体の暮らしを反映した介護計

に即した介護計画を作成している 画になっています。定期的な評価、見直しによ

り現状に即した計画作成に努めています。

27 0 個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきゃ工夫を
個別記録に妃入し、社員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

毎日、個別ケア記録している。排泄、食事、

バイタルは一目でわかる様式にし、勤務前

に必ず記録に目を通すようにしている。

28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

業務マニュアルを基本とし、臨機応変に

個々のその日の体調にあわせた支援を行
えるよう、当日出勤者がお互いによく声をか
けあって、取り組んでいる。

4ページ 康幸GH　戸次の呈



自

己
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部

項　 目
自己‡平価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

29 0 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把漉
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支捷している

地域諸施設や団体、住民から協力を得られ

るよう働きかけを心がけている。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し

ている

医療機関については家族と充分に協議し遭 豪族、本人の希望するかかりつけ医となって

定している。かかりつけ医へ、本人の情報 います。又2 4時間雷護師が対応できる体制

提供や連絡を軌 ことり、緊急時にも対応し が整っており、医療機関との連携もスムーズ

てもらえるようにしている。 に行われています。

31 0 雷護職との協働 体椚急変時、雷護師へ報告し、指示を仰い
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 でいる。雷護師はほぼ24 時間、対応してい

づきを、職場内の雷護職や訪問雷護師等に伝え る。雷護師とかかりつけ医、施設が契約し
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を ている訪問看護ステーションとも連携がとれ

受けられるように支援している ている。

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した隙、安心して治療できるよう

に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相故に努めている。ある

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている∧

入院時は、病院訪周、家族への様子伺い

の連絡、M S W との連携をとっている。協力
病院へも当ホームの方針、理念を眈明し、

できるだけ早く退院できるよう配慮しても
らっている。

33 く12）0 量度化や終末期に向けた方針の共有と支援 入居時に「みとりの指針」について睨明して 本人、家族の意向を重視し、雷取りについて
事業所が出来る最大のケアの釈明を行い、
何かあればその都度、方針を会議にて職員

全員が把漣し統一された支援体制を整え

チーム全体で取り組まれています。

量度化した場合や終末期のあり方について、早 いる。また、家族会で、入居者の最期の過
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業 ごし方について、考えてもらえるよう話して
所でできることを十分に説明しながら方針を共有 いる。みとりの契約をした場合、家族、主治
し、地域の関係者と共にチームで支接に取り組ん 医、雷護師、介護職で会議をもち、支捷体

でいる 制を整えている。

34 0 急変や■故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての恥 月1回の勉強会で看護師の指導、指示によ
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 り、全職員が実践力を身につけられるよう

い、実践力を身に付けている 取り組んでいる。

35 く13）0 災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が遭難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2 回、防災訓練を実施し、緊急連絡網を

作成している。

琵 讃 藷 叢 整 要覧 葦 欝

れています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

l をの人らしい暮らしを続けるための 日々の支援

36 （14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 常に人生の大先輩であることを職員が念頂に 一人ひとりの現在までの生活史を大切にし、性
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを鷹き支援している。その中で、家庭的な雰囲 格やA D Lに合った、声かけや自己決定出来る
損ねない言葉かけや対応をしている 気を大切にし、個々の性格や場面に応じて、

方言、敬語を使い分けている。イントネーショ
ンにも気をつけるよう心がけている。

声かけを行い、又声かけに対して職員同士で
意見交換を行いながら尊厳を重複した支援へ

の取り組みが行われています。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

入居者が自分の思いを表現しやすいような

関係づくりに努め、さりげないr～しません
か」という言葉で問いかたり「0 0 と0 0 、ど
ちらにしますか」と選択できるような声かけ

で、自己決定を促している。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支摸している

入居者の体調に合わせて過ごしてもらえる

よう支援している。矧 こ興奮時、不穏時は
本人の行動を制止せず、寄り添い見守るよ
うにしている。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

好みに合った服を選び、訪問理美容の利用時
はパーマや毛染めなど、個々で髪型の好みを
注文している。起床後の洗顔、整髪、髭剃りの

催しや、自力での身だしなみが困難な方に
は、職員が支援し、清潔に過ごせるようにして
いる。

40 （15）○食事を楽しむことのできる軍撲

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

食事の準備、配膳、下膳、片づけを一緒に

行い、職員も同テーブルで同じ物を食べて

いる。メニューや素材の話題を提供し、雰囲
気作りに努めている。

毎日の生活のなかでの兼しみの一つである食
事が進むように広告や雑誌を利用し利用者の
嗜好性に係わりながら食事への意思を反映し
た食事支援に取り組まれています。

41 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に

応じた支援をしている

刻み、ミキサー、お粥など個々に合わせた
食事形態で提供し、毎食の摂取量を確認、

記録している。いつでも水分補給できるよう
準備し、摂取量の要観察者の1日の水分摂
取量も把握している。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

毎食後、口腔ケアの支援を行っている。食

事中の岨喩の様子、口腔内の観察を行い、

義歯調整や治療の必要がある場合は、本
人、家族に説明し歯科受診をすすめてい
る。
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43
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部

（16）

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

0 排泄の自立支捷

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり

の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

個々の排泄のパターンを把捜し、声かけ、ト

イレ誘導行い、トイレで排泄できるよう支援
している。トイレでの排泄がうまくいったとき
には、一緒に職員も喜ぶ。

利用者の生活リズム、排泄パターンを毎日の
記録から確隠し自立の一歩を踏みだし維持出
来るように取り組みながら自尊心を保持し生き
る意欲へとつなげています。

44 0 便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

職員は排便確認の重要性を認緻し、個々

の排便の有無を確認し、必要に応じて内服
薬の調整を行っている。水分、食事摂取量

にも官憲し、生活の中で身体を動かせる支
班に取り租んでいる。

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援 入浴日はほぼ決まっているが、体調に合わ 清潔を保てるよう体綱に合わせた入浴方

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を せて変更したり、足浴を行えるよう支援して 法、一人ひとりの好みや雰囲気に合ったシャ

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 いる。汚染時には随時シャワー浴行ってい ンプーを使用する事で心理的、精神的ケア
めてしまわずに、個々にそった支接をしている る。入浴剤をいれて、楽しめるようにしてい

る。

の支撲、又使いやすさや安全性、環境、等に

も配慮が行われております。

46 0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

個々の生活リズムや身体状況を把推し、昼

寝をしたり、早めに就寝準備をしたりしてい
る。体調のよい方には、できるだけ日中に
気持ちよく体を動かし、夜にゆっくり眠れる

よう支援している。

47 0 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支操と症
状の変化の確言削こ努めている

内服薬のセット、管理は全職員で行い、処

方箋をファイルし薬箱と一緒に保管してい

る。兼の変更時は申し送りノートを利用し、
職員が理解するようにしている。雷捜師か
ら服薬時の注意点等、指示を仰いでいる。

48 0 役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役臥 嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

食事の準備、掃除、洗濯等、役割をもって

過ごせるよう支捷している。週2 回、レク

レーションを実施し、気分転換できるよう支
捷している。

49 （18）0 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支操に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把漣し、家族

や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

季候の良い日には近所の公園まで散歩

や、コンビニエンスストアへ貰い軌 こ行って

いる。個々の希望を聞き、家族にも連絡し、
可能であれば、一緒に昼食外食を行ってい
る。家族の協力を得て花見に、全入居者と
外出した。

近隣の公園は地域の方がたとの交流の壌と

なっています。恒例のお花見や昼食、外食に
は書族の方がたの協力も得られ、全員参加

の取り組みが積極的に行われており、利用
者の方がたの楽しみの一つとなっています。
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己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

職員管理が必要な方は、職員が希望する物
を購入用意している。一緒に外出した際は、
レジで預かり金を漉し、本人が支払いできる
よう支援している。

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙

のやり取りができるように支援をしている
年賀状を出したり、手紙、電話については本

人希望時に支援している。

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

季節感のある物を掲示したり、カレンダーで

日付のわかるようにしている。四季を感じ生
活できるよう、冷暖房の温度に配慮してい
る。雑然としがちな収納棚は布で覆い、混乱

しないように配慮している。

居間には手作りで大きなカレンダーや利用者

の方が書いた季節感あふれる絵やぬりえ等
を貼り見当鼓に働きかけています。又使用し
やすい様に共有スペースの工夫にも取り組ま
れています。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 ホールにソファと、玄関横にベンチを置き、
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所のエ それぞれが気分に合わせて過ごせるように
夫をしている している。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮

家から、使い構れた寝具や家具、電化製品
を持ち込んでもらっている。居心地よく過ご

せるよう、写真等を装飾している。

居心地の良い生活を過ごして頂きたいとの事

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 某所の思いで本人の使い慣れた希望の晶の

しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 持ち込みは快く受け入れており、笑顔あふれ

て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい る写真や誕生日のメッセージカードを部屋に

る 飾る等くつろぐことの出来る居室となっていま
す。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」rわかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ホール、トイレ、・浴室に手すりがついており、
使用して残存機能を活かし安全に生活でき
るよう支援している。電動ベッドを導入し、本
人の起立しやすい高さに調節している。
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